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　2015年10月24日（土）に2015年度稲門法曹会理事
会・総会・懇親会が、リーガロイヤルホテル東京に
て開催されました。
　理事会・総会の後には、多比羅誠弁護士による記
念講演会、ならびに懇親会が開催されました。懇親
会は、本年度司法試験合格者の祝賀会、および稲門
法曹会ホームカミングデー（対象修習期：2期、7期、
12期、17期、22期、27期、32期、37期、42期、47
期、52期、57期、62期、67期）を兼ねて開催され、
約220名の稲門法曹等が母校で再会・交流し、親睦
を深める機会となりました。最後には、応援団やチ
アリーダーのリードにより、全員で「紺碧の空」と
校歌を斉唱し、散会となりました。

　来年度も
同時期の開
催を予定し
ております。
多くの皆様
のご参加を
お待ちして
おりますので、お声掛けのうえ、ぜひご参加ください。

2016年度稲門法曹会ホームカミングデー
対象修習期（予定）

3期、8期、13期、18期、23期、28期、33期、38期、
43期、48期、53期、58期、63期、68期

　いま弁護士は数が増え、仕事を奪い合っている状
況です。生き残るためには、①何でもこなせるよう
になること②得意な専門分野を持つこと（できれば
２つ）③語学力を付けること、が必要です。
　中でも専門分野を持つ、すなわち専門家になるた
めには、同じ専門家のいる事務所に入るのが近道で
すが、それが難しければ弁護士会その他でその分野
の研究会に入ることです。私も最初の７年間、事務
所で倒産事件を扱ったことはほとんどなく、独立後、
東京弁護士会の倒産法研究会で勉強しました。先輩
方が教えてくれたり、そのうち事件を紹介してくれ
るようになり、いつの間にか倒産事件に詳しくなっ
ていったのです。皆さんも、週休２日のうち毎週１
日を勉強にあてれば、10年も経つと相応の専門家
になれるでしょう。
　倒産事件は、担当する弁護士により、処理結果に
大きな違いが生じます。破産管財人として在庫商品

を換価する場合、事業
譲渡、閉店セール、バッ
タ屋への一括売却等あ
りますが、どれを選択
するかで、結果に差が
生じます。一般民事が
過去の事実に基づく仕
事だとすれば、倒産事
件はこれからどうするかが重要で、より複雑なぶん、
そこにノウハウが生まれ、専門家が必要になるので
す。弁護士の裁量権も大きく、とてもやり甲斐があ
りますが、体力・熱意・創造力が要求されるので、
若い人に向いていると思います。
　今年はスカイマークの民事再生法申請を受け、監
督委員に選任されたので、昼夜問わず多くの関係者
とともに処理を進めてきました。倒産弁護士は、何
より体力勝負であることを改めて実感しています。

■平成27年（2015年）　司法試験結果  
受験者 471名（既修241名／未修230名）　　合格者 145名（既修97名／未修48名）
本研究科は、合格者数は全国4位で（合格率は30.8％）、未修者受験者の合格者数では今年も全国1位でした。

記念講演会 〈要約〉
「倒産弁護士への道 ～若き法曹のために～」
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（ひいらぎ総合法律事務所）

稲門法曹会  理事会・総会・懇親会

「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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　本年（2015 年）の 7 月から 9 月にかけて、早稲
田大学とオックスフォード大学ウォルフソン・カ
レッジ（Wolfson College）との学術交流協定に基
づく交換研究員として、約 2ヶ月間、イギリスのオッ
クスフォードに滞在した。オックスフォードは、ご
存じの方も多いと思うが、ロンドンから電車で 1時
間ほどのところにある大学町である。
　私は、これまで、3 回ほどイギリスに滞在して
研究をする機会を得ているが、今回が前 2回（ロン
ドン大学とウォーリック大学）と異なるのは、
「カレッジ生活」を体験できたことである。ただし、
「カレッジ生活」といってもぴんと来ない方も多い
と思うので、まずは、＜オックスフォードのカレッ
ジとは何か＞からご説明しよう。
　カレッジ（college）を英語の辞書で引いてみると、
「（単科）大学」という訳語が目に入るが、その後に、
「＜英国用法＞（Oxford, Cambridge 大学などの一
部をなす自治組織としての）学寮」という訳が出て
くる。では、オックスフォードにおける＜学寮＞と
は何か。それは、もともとは教会付きの全寮制修道
士養成学校に起源をもち、敷地内に教員と学生の寄
宿舎・食堂（ダイニング・ルーム）・談話室（コモン・
ルーム）・図書館・庭園などをもつ施設であり組織
のことである。オックスフォード大学には、40 近
くのカレッジがあるが、同大学の教員と学生はいず
れかのカレッジに所属をしなければならないことに
なっている。カレッジの構成員である教員と学生の
専門はまちまちであり、私の所属したウォルフソン・
カレッジには、私が会っただけでも、化学、文学、
国際関係学、社会学などを専攻する教員・学生がお
り、法学を専攻する教員はたった１人であった。学
寮なので、食事はダイニング・ルームで、お茶はコ
モン・ルームで、皆と一緒にすることになる。そこ
では、自然と、自分とは異なる専攻の専門家と交流

することができることになる。私が滞在した時期が
夏休みで、それほど多くのカレッジ行事がなかった
こともあるのかもしれないが、私には、「カレッジ
生活」とは、食事とお茶の共同体生活であると思え
てならなかった。しかも、物理的にも、美しい庭園
（ウォルフソン・カレッジには、その中に川も流れ
ているー写真参照）に囲まれ、外界から隔絶された
「カレッジ生活」は、「別世界」の感があった。正直
なところ、一度体験してしまうと、「くせ」になり
そうな魅力があるのである。
　このように、カレッジが専門の異なる教員・学生
の＜学寮＞であるとすると、専門そのものはどこで
勉強するのかという疑問が湧いてくると思われる。
オックスフォードには、専門の研究・教育のために、
デパートメント（＜学科＞）というカレッジとは別の
組織がある。法学の研究・教育は、Law Department
（＜法学科＞）が責任をもち、Bodleian Law Library
というイギリスでも有数の法律専門図書館を併設し
た別の建物を持っている。たまたま現在の法学科長
が早稲田大学にも来たことのある古くからの友人の
ヒュー・コリンズ教授だったので、図書館の中に研
究スペースを確保してくれたりして、便宜を図って
くれた。豊富な図書に囲まれ、静かな環境の中で勉
強できたことは、カレッジ生活とは別のオックス
フォードの思い出である。

オックスフォードの「カレッジ生活」
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　教授
主な研究テーマ：労働法の中でも＜労働契約論＞＜労働市場法論＞
主な経歴・在外研究： 元埼玉県労働委員会会長、元日本労働法学会代表理事、ハーバード大学エンチン

研究所、ミシガン大学ロースクール
主要著書・論文等： 『近代雇用契約法の形成』（日本評論社）、『講座・21世紀の労働法』（有斐閣）、『法創

造の比較法学－先端的課題への挑戦』（日本評論社）、『ロースクール演習・労働法』（法
学書院）ほか

担当科目： 労働法Ⅰ、Ⅱ、労働法演習【法務研究科】、労働法研究Ⅰ、Ⅱ【法学研究科】、主専攻法学演習（労
働法）【法学部】ほか　※特別研究期間のため、2015年度の担当はありません。

専任教員コラム
大学院法務研究科教員に、学問に限らず、最近の話題や感じたことなど、自由なテーマでお書きいただきます。

「宮崎里司（※本学国際学術院教授）のオックスフォード通信」より転載
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■水地啓子先生講演会
法務教育研究センター助手　松
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　2015年9月30日、早稲田大学27号館にて、水地
啓子先生の講演会が開催されました。この講演会
は、法務研究科において進行中のFemale Lawyers 
Project（女性法曹輩出促進プロジェクト）の一環
として企画されたものです。当日は、当研究科の在
校生に加えて、本学法学部の学生や司法試験合格者
等、約50名が集まりました。
　講演会では、まず、一般的な弁護士業務について
ご紹介いただきました。水地先生ご自身は、弁護士
業を行う中で、女性であることを普段は意識しない
とのことでしたが、たまに意識させられることもあ
るというエピソードをご紹介いただき、学生たちも
驚いていました。
　続いて、弁護士会の業務や意思決定方法等につい
て、ご紹介いただきました。弁護士自治確保の為、
補助金等を受けることなく、弁護士会費で全てを
賄っていると聞き、目から鱗が落ちました。

　また、弁護士会の執
行部レベルに女性が少
ないとのご指摘があり
ました。今年は日弁連
の副会長に女性がいな
いため、2人の女性弁
護士が会長特別補佐と
して日弁連執行部に参
加しているそうです。
意思決定レベルに女性
を増やせるかというこ
とが、弁護士会の今後の課題なのだと感じました。
　最後に、学生に対して、弁護士業はとてもおもし
ろくやりがいのある仕事なので、必ず来ていただき
たい、という力強いメッセージをいただきました。
　学生も、大変刺激を受けたと喜んでいました。学
生だけではなく、若手弁護士にもぜひ聞いて欲しい内
容だったと思います。本当にありがとうございました。
 

水地 啓子（すいち けいこ）弁護士（森法律事務所）
日弁連元副会長・現会長特別補佐、稲門法曹会副会長。

■ ラオス法律人材育成強化
プロジェクト開催報告
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　去る 8 月 28 日、ラオス国立大学法政治学部長、
ラオス司法省国立司法研修所長ほかラオスの法教育
に携わる関係者の方々を本学法務研究科に迎え、ラ
オス法律人材育成強化プロジェクトの本邦研修の一
環として、法科大学院における教育をテーマに、講
義及び意見交換を行いました。本研修は、法務省法
務総合研究所がラオス側関係者を招き実施したもの
ですが、本研究科に法務総合研究所から依頼があり、
法曹養成における法科大学院教育の位置づけ、実情
等をラオス側関係者に理解してもらう目的で開催さ
れたものです。本研究科からは、甲斐克則法務研究
科長、内田義厚教授、清水章雄教授、須網隆夫教授、
高橋和人教授、小島秀一助手が、ラオス側からは
17 名の方々が参加されました。
　まず、本研究科から、本研究科における教育の特
徴やカリキュラムの説明を行い、また、実際の授業
で使用している事例問題の一例を示して、教材の作
成方法、授業の進行方法等を中心に講義を実施しま
した。そして、法廷教室を見学してもらった後、意
見交換を行いました。ラオスでは、従来、法曹三者
を別々に養成する制度を採用していたところ、本年
から法曹一元の制度を採用したのですが、同時に、

より多数の法曹をできるだけ短期間で養成する必要
にも迫られており、本研究科の法科大学院教育にも
深い関心を寄せていました。そして、学部、法科大
学院、司法研修所、実務という各教育課程が、それ
ぞれ独立している機関で実施されているにもかかわ
らず、法曹養成に向けた教育が明確に分担され、一
貫性のある法曹養成を行なっている点に興味をひか
れたようでした。
　意見交換会では、7名の学生にも協力を得て参加
してもらいましたが、ラオス側からは、学生の視
点から見た学修の難易度等に関する質問がなされま
した。参加してくれた学生は、カンボジアでのエクス
ターン経験を有する学生をはじめ、いずれも法整備
支援に関心を抱いており、全体のプログラムとの関
係で十分な意見交換の時間がとれなかった点は残念
ではありましたが、ラオス側関係者には、学生の声
を直接聞ける貴重な機会となったことと思います。
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■エクスターンシップ　参加学生の声

大学院法務研究科 2年　佐
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市。人口 3万人のい
わゆる過疎地域です。私の地元であるこの市には、
昨年まで弁護士は一人もいませんでした。法テラス
鹿角法律事務所は、市の要請を受け昨年秋に開所し
た新しい事務所です。8月のエクスターンシップで
は、スタッフ弁護士の先生が地域の法律事務を一手
に引き受け、奮闘されている姿を拝見することがで
きました。
　事務所は市の施設の 2階部分にあり、社会福祉に
かかわる行政の部署と連携を取りながら法的サービ
スの提供を行う“司法ソーシャルワーク”を実践す
る点に特徴がありました。先生が依頼者に付き添っ
て 1階の窓口に行くこともあれば、逆に行政の職員
さんから事案が持ち込まれることもあり、地方の法
テラスならではの活動を見ることができました。
　片道 50 分の市外の裁判所での期日の業務、出張
相談、先生が後見人をされている高齢者の方への面
会など、事務所の外での活動も多くありました。先
生が精力的に、多くのスケジュールをこなして市内
を走り回っている姿を見て、地方で働くということ
にここまでエネルギーが要るものかと、すっかり圧
倒されてしまいました。「先生のようにはとてもな
れない」と言った私に、先生は「弁護士の数だけ仕
事のやり方がある。いろんな事務所に行って、多く
の弁護士を見て学んで、自分のやり方を探ってほし
い」と仰ってくださいました。
　毎年 8月には、市を挙げて行う盛大な祭りがあり
ます。研修期間中の夜、祭りに繰り出すと、町内会
の浴衣を着て声を嗄らしながらお囃子の屋台（山車
のようなもの）を引く先生の姿がありました。法律
でもそれ以外でも地域に関わり、田舎の町を盛り立
てていく先生の姿に、“地域の先生”になることの
楽しみも見せていただいたような気がします。
　2週間という期間ではありましたが、将来地方で
働くことの意味と、いま法務研究科で学ぶことの意
味とを再確認できました。弁護士の寺井先生をはじ
め、事務員の方や市の職員の方、様々な人に多くを
教えていただける、内容が濃くも温かい研修でした。
関わってくださったすべての方に、心から感謝申し
上げます。

■サンクス・ロースクール・ドネーション開催報告
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　本年 10 月 7 日（水）に小野梓記念館 306 教室にて
サンクス・ロースクール・ドネーションが開催され
ました。
　サンクス・ロースクール・ドネーションは、修了
生から寄付して頂いた書籍・文具類を再受験組を含
む来年度の受験生及び在校生に無償で配布するとい
うイベントです。
　受験生及び在校生の経済的困難を軽減し、受験勉
強に集中できる環境を整える事を目的として毎年開催
され、好評を博しております。本年も数百冊の書籍
やファイル・ノート等の文具類が寄付され、参加者は
約100 名に上り、盛況のうちに終了致しました。
　本年は事前予約をしていた参加者を 10 組に分け、
組毎に 10 分の時間制限を設けて無償配布しました。
冊数制限を設けていたこともあり、制限時間ギリギ
リまで悩んでいる参加者が多数おりました。真剣に
書籍を選ぶ受験生の姿から、来年度の司法試験まで
残り 7ヶ月に迫っていることを実感すると共に、一
修了生として一人でも多くの受験生が来年度の司法
試験に合格することを願わずにはいられませんでし
た。その合格にこのイベントが多少なりとも寄与す
るのであれば幸甚です。
　本年も多数の書籍、文具類を受験生、在校生に配
布する事ができました。これも修了生を始めとする
皆様のご協力の賜物だと感謝しております。
　修了生から在校生へと繋げる本イベントは早稲田大
学法科大学院の良き伝統行事であり、来年度以降も継
続・発展させて行きたいと思っております。現状では合
格年度の修了生から
の寄付が中心となっ
ておりますが、先輩
の皆様からの寄付も
歓迎しております。
　今後とも変わらぬ
ご支援の程、よろし
くお願い致します。
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稲門法曹奨学金への寄付については、下記まで
お問合せ下さい。

【お問い合わせ】
早稲田大学大学院法務研究科

Tel：03-5286-1678　Fax：03-5286-1720


